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鎌倉市は、環境負荷の少ない「循環型社会」を形成するため、市民、事業者、行政が連携・協

働して３Ｒを推進して「ゼロ・ウェイストかまくら」の実現を目指しております。 

平成30年9月4日に「かながわプラごみゼロ宣言」がなされましたが、鎌倉市においても「かま

くらプラごみゼロ宣言」を行い、神奈川県と連携、協調を図りながらこれまで実施してきたレジ袋

の利用廃止・回収などを一層推進するとともにプラスチック製ストローの利用廃止を求めていくこ

とにより、ゼロ・ウェイストの実現さらにはＳＤＧｓの目標を達成できるよう取り組みを進めてまいり

ます。 

 

１ これまでの取り組みの強化 

（1） 市民や事業者等に対する取り組み 

① ライフスタイルの見直しに向けた啓発 

マイバック、マイボトル、マイ箸を使用し使い捨て製品の使用を控えるなどの啓発を引き続

き実施し更に徹底します。 

・自治・町内会説明（29年度56回）、鎌倉ごみ減量通信等においてマイバッグ、マイボトル等

の啓発 

② 生産、流通、販売工程における使い捨て物品の削減 

工場における容器包装の減容化、販売工程におけるレジ袋の削減等の啓発を引き続き実

施し更に徹底します。 

・分別徹底等事業者訪問の際にレジ袋等の削減について要請 

（29年度 個別訪問561社） 

③ ３Ｒに貢献している事業者等の地域での取り組みＰＲ 

・ごみの減量資源化に取り組む（マイバックの推進やレジ袋有料化など）の市内事業者を

「エコショップ」として認定し公表しています。 

④ リユース（再使用）の推進 

・お祭りやイベント時のリユース食器の補助制度を更に推進します。 

⑤ 滞在者に対する協力の呼びかけ 

・観光旅行者等に対するマイバックの使用やごみの持ち帰りなどチラシ等による情報発信を

行ってまいります。 

（2） 鎌倉市役所の取り組み 

① 職員のマイバック、マイボトルの使用を徹底します。 

    ② ペットボトル飲料の会議等での使用制限を徹底します。 

 

２ 今後の取り組み 

新たな取り組みとしてプラスチック製ストローの利用廃止や市役所の自販機でのペットボトル飲

料の販売を極力廃止するなど、神奈川県と歩調を合わせながら新たな取り組みを検討し実施して

まいります。 
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